






















































金沢美術工芸大学 紀要 No.64 2020
[キーワード] 米軍基地 社会運動 アート・コレクティブ
｢社会とアート」を喚起する
－「内灘闘争－風と砂の記憶－」展をめぐって－
















































































































































































































金沢美術工芸大学 紀要 No.64 2020
（「風と砂の館」での作品説明の様子）
おわりに
「内灘闘争－風と砂の記憶－」展に加えて、11月18
日には「内灘砂丘フェスティバル2018」にパネリス
トとして参加してATCの活動報告をおこない（稲
垣、内田、山岸）、12月15日には、神戸において、「内
灘闘争」を背景にした映画『非行少女』（1963年）に
関するトークイベントに登壇した（稲垣、星野）。
さらに2019年６月１日のカルチュラルタイフーン
2019（慶応義塾大学）において、稲垣、星野に加え
て、映画学が専門の神戸大学の板倉史明さんと、ド
キュメンタリー『ムシロ旗と星条旗～あなたのまち
に基地があったら～』を制作したMRO北陸放送の
中山誓也さんに登壇してもらい、我々の展示を踏ま
えつつ、「内灘闘争」を題材にした映像やアート作品
に着目し、その描かれ方、記憶のされ方について、
フロアを巻き込みながら検討した。このように、
我々は「社会とアート」を実践してきたが、このテー
マについて同一の見解を持っているわけでもなけれ
ば、明確なゴールを見通せているわけでもない。
我々は実践と議論を同時に進めながら、それぞれが
自分なりにこのテーマと向き合い、葛藤し、次の一
歩をどう踏み出そうか思いめぐらせているのであ
る。
本論文は平成30年度特別研究の成果の一部である。
また、「内灘闘争－風と砂の記憶－」展を開催するに
あたり、数多くの方に大変お世話になった。とりわ
け、インタビューに快く応じていただいた杉村雄二
郎さん、杉村竹子さん、川幡登さん、「内灘闘争」の
資料の貸与をはじめ様々な面でご尽力いただいた内
灘町生涯学習課の南陽介さん、そして展覧会のトー
クイベントにゲストとしてお越しいただいた神戸大
学の小笠原博毅さんには、記して御礼を申し上げる。
註
ⅰ 鷲田清一『素手のふるまい アートがさぐる〈未知の社会
性〉』（朝日新聞出版、2016年）、121頁。
ⅱ ｢内灘闘争」の概略については、主に、内灘町が作成した
『ビジュアル内灘町史 砂丘に生きる町』（北國新聞社出版
局、2003年）と『砂丘のまちの絆～内灘びとの軌跡～』（北
國新聞社、2012年）を参考にした。
ⅲ http://cultural-typhoon.com/act/jp/about/
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（いながき・けんじ 一般教育等/社会学・歴史学）
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｢社会とアート」を喚起する －｢内灘闘争－風と砂の記憶－」展をめぐって－ 稲垣健志
（指揮所跡での作品説明の様子）
（アートベース石引での展示）
